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山梨フルーツリゾート株式会社と国際興業エネ・ソリューションズ株式会社

が山梨市及び峡東地域広域水道企業団と防災協定を締結しました。 

～山梨市として宿泊施設と初の防災協定～ 

 

 

国際興業グループの山梨フルーツリゾート株式会社(本社：山梨県山梨市 代表取締役社長：田淵 幸弘)と、

国際興業エネ・ソリューションズ株式会社（本社：東京都中央区 代表取締役社長：飯田次郎）は、山梨市、

峡東地域広域水道企業団との間で『災害時における要配慮者等の受入れ及び電力供給に関する協定』（以下、

本協定）を 2024年 12月 10日に締結しましたので、お知らせいたします。 

本協定の背景 

  山梨フルーツリゾート株式会社が経営するフルーツパーク富士屋ホテルは、山梨県山梨市に所在し、 

宴会場や大浴場に加えて 43の客室を備え、また、高台に立地しているなど、災害時において地域の皆様 

への貢献が可能であると考えるなかで、地域社会への貢献活動の一環として本協定の締結にいたりました。 

  また、国際興業エネ・ソリューションズ株式会社では、山梨市内での水力発電事業を計画しており、 

発電開始後における災害時の電気の活用を模索するなかで、本協定へ参画することとなりました。 
  
 

本協定の内容 

  災害発生時、山梨市からの要請に基づき、フルーツパーク富士屋ホテルの一部を福祉避難所（二次避難所）

として、一般の避難者との共同生活が困難な要配慮者（新生児・乳幼児・妊産婦）を受け入れ、備蓄して 

いる食料品等の提供や入浴等の支援を行います。 

  新生児、乳幼児及び妊産婦等の要配慮者にとって、一次避難所での集団避難生活は様々なストレスの要因

となってしまうことが考えられ、また、衛生面での特別な配慮が必要になることも想定されますが、ホテル

が有するファシリティを提供することで要配慮者が安心して避難生活を送れるよう支援を行うものです。  

  また、国際興業エネ・ソリューションズは、峡東地域広域水道企業団が所有し、山梨市牧丘町室伏地区に

所在する第２減圧槽施設内への水力発電所設置を計画しており、同発電所内に可搬型蓄電池を設置します。

発電所稼働後は、水力発電による電気を蓄電池に貯めておき、災害時にホテルを含めた山梨市が指定する避

難所へ持ち込んで避難者にその電気を無償で提供します。 

 

 

【締結日】  

令和５年１２月４日  

 

 (中) 高木 晴雄 

山梨市長・峡東地域広域水道企業団企業長  

（右）田淵 幸弘 

山梨フルーツリゾート 代表取締役社長  

(左) 飯田 次郎 

国際興業エネ・ソリューションズ 代表取締役社長 

２０２４年１２月１６日 

 

 


